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４章 三重県における限界自治体(地区)の現状と展望 
                四日市看護医療大学 教授 東川 薫 

１．限界集落の前提としての限界自治体の現状 
「限界集落」を提唱した大野晃は、その分析の最初に、全国の自治体単位における

人口規模とその増減、高齢化率とその上昇を詳細に分析した上で、「限界自治体」を「65
歳以上の高齢者が自治体総人口の半数を超え」るものとして定義し、「税収入の減少と

老人福祉・高齢者医療関連の支出増という状況のなかで財政維持が困難な状態におか

れている自治体」として捉えている (注 1) 。それを踏まえて、本稿は三重県における
「限界自治体(地区)」の現状を検討し、その今後を展望するものである 
大野が国立社会保障・人口問題研究所による人口推計結果に基づいて分析したとこ

ろ、限界自治体は 2000年には中国地方に一つ見られるだけであるが、2015年には 51
自治体、2030年には計 144自治体が限界自治体となり、全自治体数に占めるその割合
は 2015年で 1.6%、2030年で 4.4%を占めることとなる (注 2) 。そのうち、2030年
時点での三重県における限界自治体は美杉村、飯高町、南島町、紀勢町、紀和町の計 5
自治体と予測されている。 
三重県内においてこの 5自治体の占める割合をみると、当然、総人口ではその占め

る割合は小さいが、これをその総面積でみた場合、計 762.5平方キロメートルとなり、
県面積の 13.2%を占めることとなる。このことからも、限界自治体(地区)が環境に占め
る影響は、決して少なくない。 

(注 1) 大野晃『山村環境社会学序説』農文協 2005年 11ページ 
(注 2) 2000年国勢調査時点での人口および自治体数による。 
 

２．限界自治体の限界地区化とその課題 
このような少子・高齢化、人口減少という自治体の将来への不安もひとつの要因と

して、全国的に、自治体のいわゆる「平成の大合併」が行われた。その結果、先に挙

げた限界自治体の多くは周辺の自治体と合併することとなった。この三重県では先の 5
自治体すべてがそれぞれ周辺の自治体と合併した。全国的にみても限界自治体の多く

は、合併により各自治体内の限界地区となったわけである。 
そしてこのような「限界自治体の限界地区化」により、研究上および本質的な課題

が生じている。研究上の課題というのは、限界自治体が合併によって自治体でなくな

ったことにより、全国一律の手法による人口の将来推計データの発表がなくなったと

いう点である。今後は合併後の自治体の任意により、該当地区分の人口の将来推計が

行なわれることを期待するほかない。しかも、各自治体の限界地区どうしの比較は、

推計手法がそれぞれ異なるため基本的に不可能となった。また、合併後の人口データ
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について、自治体全体のデータにとどまり、地区別の人口データをインターネット等

に公表しない自治体も多い。 
本質的な課題とは、本稿のテーマでもある。つまり、合併のひとつの目的として想

定されている、限界自治体の高齢化および人口減少の改善が、合併することによって

実際に改善されているのか否かということである。この点については第 6節以降、検
討していく。 

 

３．５地区における高齢化・人口減少の将来推計結果 
まず、三重県における合併後の限界地区の高齢化、人口減少の将来推計結果(注 3)を

検討する。具体的には津市美杉地区(旧美杉村)、松阪市飯高地区(旧飯高町)、南伊勢町
南島地区(旧南島町)、大紀町紀勢地区(旧紀勢町)、熊野市紀和地区(旧紀和町)の計 5地
区である。うち、津市美杉地区(旧美杉村)と松阪市飯高地区(旧飯高町)については、合
併後の地区別の人口推移がホームページにて公開されているので、第 6節以降、より
詳細に検討する。 
５つの地区を比較すると、2000年時点以降、2030年時点まで一貫して最も高齢化率

が高い地区は熊野市紀和地区である (表 1、図 1) 。熊野市紀和地区は 2005年には早
くも高齢化率が 50%を超え、限界地区となっているとみられ、むしろ高齢化率のピー
クは 2020年の 55.1%と予測されている。次いで高齢化率が高いのは津市美杉地区で、
2015年以降、限界地区化し、この地区もそのピークは 2020年の 51.6%とみられてい
る。第 3位は大紀町紀勢地区で、2020年以降、限界地区化し、2025年と 2030年はと
もに 50.9%の高齢化率が見込まれている。また松阪市飯高地区と南伊勢町南島地区は、
ほぼ同様の高齢化率の推移が見込まれており、2030年に向けて一貫して高齢化率は上
昇していく。その結果、ともに 2030年に高齢化率は 50%を超えるという予測となって
いる。 

表 1 三重県における 2030年時点の限界地区の高齢化の将来推計結果 

%
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

津市美杉地区 38.2 43.3 47.2 50.6 51.6 51.2 50.4
松阪市飯高地区 34.9 39.0 42.0 45.2 47.4 49.6 50.9
南伊勢町南島地区 32.5 38.5 43.6 46.5 48.3 49.3 50.6
大紀町紀勢地区 32.3 37.2 42.5 47.7 50.6 50.9 50.9
熊野市紀和地区 49.7 53.2 54.8 54.9 55.1 54.8 52.9
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図 1 三重県における 2030年時点の限界地区の高齢化の将来推計結果 
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次に、5つの地区における総人口の変化を比較すると、いずれの地区とも 2000年か

ら 2030年にかけて一貫して人口は減少していくことが見込まれている(表 2)。最も人
口減少率が大きいのは熊野市紀和地区であり、2000年時点での人口を 100とした 2030
年時点での人口指数は 42.1と 4割近くにまで減少する。次いで人口の減少が激しいの
は松阪市飯高地区で 49.4と、これも半数より少ない水準まで減少する。あとの 3地区
においても南伊勢町南島地区で 50.0、津市美杉地区で 50.7、5つの地区で最も人口の
減少が少ないとされる大紀町紀勢地区でも 55.1と、いずれの地区においても、人口は
2030年までにほぼ半減することが予測されている。5地区では今後 20年間に順次、高
齢化率が 50%を超えるとともに、人口の半減という変化がセットで生ずることになる。 

表２ 三重県内 2030年時点の限界地区における人口減少の将来推計結果(2000年=100) 
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

津市美杉地区 100.0 90.1 81.2 73.2 65.1 57.5 50.7
松阪市飯高地区 100.0 92.3 83.5 73.9 64.7 56.5 49.4
南伊勢町南島地区 100.0 91.1 82.2 73.7 65.2 57.2 50.0
大紀町紀勢地区 100.0 93.1 85.8 78.1 70.1 62.4 55.1
熊野市紀和地区 100.0 90.4 79.7 68.7 58.2 49.3 42.1

 
(注 3) ここでは合併以前の 5地区別の将来推計として最後となる、国立社会保障・人口問

題研究所『日本の市区町村別将来推計人口（平成 15年 12月推計）』の実数を用い
て再集計する。 
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４．５地区の合併形態の類型化 
先述のごとく、2030年時点での三重県における限界自治体は美杉村、飯高町、南島

町、紀勢町、紀和町の計５自治体と予測されており、そのすべてが周辺の自治体と合

併した。 
ここではこれら 5つの限界自治体の合併形態を自治体規模の組み合わせにより類型

化する。 
まず類型 1、村と市との合併パターンとして、第 6-1節に採り挙げる美杉村がある。

美杉村は津市、久居市、河芸町、芸濃町、美里村、安濃町、香良洲町、一志町、白山

町と合併し、津市の一部となった。 
次に類型 2、町と市との合併がある。第 6-2節で取り挙げる飯高町は松阪市、飯南町、

嬉野町、三雲町と合併し松阪市の一部となった。また紀和町は熊野市と合併し熊野市

の一部となった。 
類型 3として町と町との合併がある。南島町は南勢町と合併し南伊勢町となった。

また紀勢町は大宮町、大内山村と合併し大紀町となった。 
 

５．５地区の合併相手との地域差 
本節では、5地区(自治体)それぞれの合併相手自治体との地域差を総人口、高齢化率

の面から検討する。 
前節で類型 1としたように、美杉村は津市、久居市、河芸町、芸濃町、美里村、安

濃町、香良洲町、一志町、白山町と合併し、津市の一部となった。まず、美杉村と、

合併後の津市の中心部である旧津市および旧久居市とを比較する。2000年国勢調査結
果では美杉村の人口は 7158人、高齢化率は 38.2%であるのに対し、津市の人口は
163246人、高齢化率は 17.5%、久居市の人口は 41063人、高齢化率は 19.2%であった。
人口比では美杉村は津市の 4.4%、久居市の 17.4%にあたり、高齢化率では美杉村が津
市より 20.7ポイント、久居市より 19.0ポイント高い。 
次に、類型 2である飯高町は松阪市、飯南町、嬉野町、三雲町と合併し松阪市の一

部となった。まず、飯高町と、合併後の松阪市の中心部である旧松阪市とを比較する。

2000年国勢調査結果では飯高町の人口は 5555人、高齢化率は 34.9%であるのに対し、
旧松阪市の人口は 123727人、高齢化率は 19.3%であった。人口比では飯高町は旧松阪
市の 4.5%であり、高齢化率では飯高町が旧松阪市より 15.6ポイント高い。 
同様に類型 2である紀和町は熊野市と合併し熊野市の一部となった。2000年国勢調

査結果では紀和町の人口は 1742人、高齢化率は 49.7%であるのに対し、旧熊野市の人
口は 20898人、高齢化率は 28.3%であった。人口比では紀和町は旧熊野市の 8.3%であ
り、高齢化率では紀和町が旧熊野市より 21.4ポイント高い。 
類型 3として南島町は南勢町と合併し南伊勢町となった。2000年国勢調査結果では

南島町の人口は 7969人、高齢化率は 32.5%であるのに対し、南勢町の人口は 10266
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人、高齢化率は 30.1%であった。人口比では南島町は南勢町の 77.6%であり、高齢化
率では南島町が南勢町より 2.4ポイント高い。 
同じく類型 3として紀勢町は大宮町、大内山村と合併し大紀町となった。2000年国

勢調査結果では紀勢町の人口は 4488人、高齢化率は 32.3%であるのに対し、大宮町の
人口は 5242人、高齢化率は 28.3%であった。人口比では紀勢町は大宮町の 85.6%であ
り、高齢化率では紀勢町が大宮町より 4.0ポイント高い。 
限界自治体の総人口、高齢化率の面での合併相手とのこれらの地域差をみると、高

齢化率が高く、総人口が小さい自治体ほど、自らと差の大きい自治体と合併している

傾向がうかがえる。 
 

６．高齢化と人口減少に関する合併効果  

（１）津市美杉地区(旧美杉村)における高齢化と人口減少に関する合併効果 
第２節で述べたように、合併による旧限界自治体の高齢化、人口減少の改善の有無

を検討するには、合併後の地区ごとの人口データが必要だが、これら旧 5限界自治体
のうち、合併後、地区別の人口データをホームページ等で公表している自治体は津市

と松阪市のみである。よって検討できるのは、旧美杉村(津市美杉地区)ならびに旧飯高
町(松阪市飯高地区)のみである。 
先の合併類型に従えば、美杉村と飯高町を採り挙げることにより、類型 1「村と市」、

類型 2「町と市」の 2つの類型を検討することとなる。 
まず 2006年 1月 1日に合併によって津市美杉地区となった旧美杉村の人口推計結果

と合併後の人口の実績値とを比較して、美杉村にとって津市との合併が、総人口、ま

た高齢化の面でプラスであったのか否かを検討する。 
旧美杉村を単位とする最後の人口推計の結果は、2000年国勢調査結果である総人口

7158人、高齢化率 38.2%をベースとして、2005年に総人口 6450人、高齢化率 43.3%、
2010年に総人口 5810人、高齢化率 47.2%、2015年に総人口 5238人、高齢化率 50.6%、
2020年に総人口 4661人、高齢化率 51.6%、2025年に総人口 4116人、高齢化率 51.2%、
そして 2030年には総人口 3628人、高齢化率 50.4%となることが予測されている(表
3)。 
これを 2000年時点での高齢化率を 100とする高齢化指数で示すと、2005年 113.3、

2010年 123.6、2015年 132.5、2020年 135.1、2025年 134.1、そして 2030年には 132.0
となる。また同様に 2000年時点での総人口を 100とする総人口指数で示すと、2005
年 90.1、2010年 81.2、2015年 73.2、2020年 65.1、2025年 57.5、そして 2030年に
は 50.7となる(表 3、図 2)。 
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表３ 津市美杉地区(旧美杉村)の人口減少・高齢化将来推計  

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総人口 7,158 6,450 5,810 5,238 4,661 4,116 3,628
高齢者数 2,733 2,790 2,742 2,649 2,404 2,108 1,828

高齢化率 38.2 43.3 47.2 50.6 51.6 51.2 50.4
高齢化指数 100.0 113.3 123.6 132.5 135.1 134.1 132.0
総人口指数 100.0 90.1 81.2 73.2 65.1 57.5 50.7  

図２ 津市美杉地区(旧美杉村)の人口・高齢化指数(2000年=100) 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

平
成
12
年
 (2
00
0)

平
成
17
年
 (2
00
5)

平
成
22
年
 (2
01
0)

平
成
27
年
 (2
01
5)

平
成
32
年
 (2
02
0)

平
成
37
年
 (2
02
5)

平
成
42
年
 (2
03
0)

高齢化指数

総人口指数

 
次に津市ホームページより、合併後の美杉地区の総人口、高齢化率の実績値をみる(表

4、図 3)。 
表４ 津市美杉地区の高齢化・人口減少の推移(実績値) 

平成19年 平成20年
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

総人口 6,320 6,302 6,288 6,263 6,250 6,236 6,195 6,183 6,158 6,138 6,120 6,096 6,071 6,054 6,044 6,032
高齢者数 2,917 2,925 2,929 2,928 2,930 2,929 2,929 2,925 2,920 2,912 2,910 2,910 2,909 2,909 2,911 2,905
高齢化率 46.2 46.4 46.6 46.8 46.9 47.0 47.3 47.3 47.4 47.4 47.5 47.7 47.9 48.1 48.2 48.2
高齢化指数 100.0 100.6 100.9 101.3 101.6 101.8 102.4 102.5 102.7 102.8 103.0 103.4 103.8 104.1 104.4 104.3
総人口指数 100.0 99.7 99.5 99.1 98.9 98.7 98.0 97.8 97.4 97.1 96.8 96.5 96.1 95.8 95.6 95.4

平成21年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

総人口 6,013 5,998 5,982 5,976 5,971 5,963 5,949 5,934 5,930 5,930
高齢者数 2,905 2,909 2,911 2,912 2,918 2,916 2,912 2,915 2,917 2,924
高齢化率 48.3 48.5 48.7 48.7 48.9 48.9 48.9 49.1 49.2 49.3
高齢化指数 104.7 105.1 105.4 105.6 105.9 106.0 106.1 106.4 106.6 106.8
総人口指数 95.1 94.9 94.7 94.6 94.5 94.4 94.1 93.9 93.8 93.8
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図３ 津市美杉地区の高齢化・人口減少指数の推移(実績値) 

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月
２
月
３
月

４
月
５
月
６
月

７
月
８
月
９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月
２
月
３
月

４
月
５
月
６
月

７
月
８
月
９
月

１
０
月

平成19年 平成20年 平成21年

高齢化指数

総人口指数

 

直近である 2009年 10月 31日現在をほぼ 2010年とみなし、先述の人口推計結果と
比較する。その結果、総人口では推計人口 5810人に対して実績値 5930人と、やや実
績値が上回っているが、高齢化率では推計値 47.2%に対し実績値 49.3%と、2.1ポイン
ト実績値の方が高くなっている。(図 4) 

図４ 津市美杉地区の高齢化率推計値と実績値 
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（２）松阪市飯高地区(旧飯高町)における高齢化と人口減少に関する合併効果 
2005年 1月 1日に合併によって松阪市飯高地区となった旧飯高町の人口推計結果と

合併後の人口の実績値とを比較して、飯高町にとって松阪市との合併が、総人口、ま

た高齢化の面でプラスであったのか否かを検討する。 
旧飯高町を単位とする最後の人口推計の結果は、2000年国勢調査結果である総人口

5555人、高齢化率 34.9%をベースとして、2005年に総人口 5126人、高齢化率 39.0%、
2010年に総人口 4638人、高齢化率 42.0%、2015年に総人口 4105人、高齢化率 45.2%、
2020年に総人口 3592人、高齢化率 47.4%、2025年に総人口 3138人、高齢化率 49.6%、
そして 2030年には総人口 2743人、高齢化率 50.9%となることが予測されている (表
5)。 
これを 2000年時点での高齢化率を 100とする高齢化指数で示すと、2005年 111.8、

2010年 120.5、2015年 129.7、2020年 135.9、2025年 142.4、そして 2030年には 145.8
となる。また同様に 2000年時点での総人口を 100とする総人口指数で示すと、2005
年 92.3、2010年 83.5、2015年 73.9、2020年 64.7、2025年 56.5、そして 2030年に
は 49.4となる(表 5、図 5)。 

表５ 松阪市飯高地区(旧飯高町)の人口減少・高齢化将来推計 

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総人口 5,555 5,126 4,638 4,105 3,592 3,138 2,743
高齢者数 1,937 1,999 1,948 1,857 1,702 1,558 1,395

高齢化率 34.9 39.0 42.0 45.2 47.4 49.6 50.9
高齢化指数 100.0 111.8 120.5 129.7 135.9 142.4 145.8
総人口指数 100.0 92.3 83.5 73.9 64.7 56.5 49.4  

図 5 松阪市飯高地区(旧飯高町)の人口・高齢化指数(2000年=100) 
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次に松阪市ホームページより、合併後の飯高地区の総人口、高齢化率の実績値をみる(表 6、
図 6)。 

表６ 松阪市飯高地区の高齢化・人口減少の推移(実績値) 

2007/10/1 2008/1/1 2008/4/1 2008/10/1 2009/1/1 2009/4/1 2009/7/1 2009/10/1
総人口 5,103 5,069 5,034 4,952 4,927 4,887 4,854 4,850
高齢者数 2,016 2,022 2,020 2,024 2,017 2,022 2,013 2,022
高齢化率 39.5 39.9 40.1 40.9 40.9 41.4 41.5 41.7
高齢化指数 100.0 101.0 101.6 103.5 103.6 104.7 105.0 105.5
総人口指数 100.0 99.3 98.6 97.0 96.6 95.8 95.1 95.0  

図６ 松阪市飯高地区の高齢化・人口減少の推移(実績値) 
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直近である 2009年 10月 1日現在をほぼ 2010年とみなし、先述の人口推計結果と

比較する。その結果、総人口では推計人口 4638人に対して実績値 4850人と、実績値
が 4.6%上回っているが、高齢化率では推計値 42.0%に対し実績値 41.7%と、ほぼ同様
の結果となっている。(図 7、図 8) 

図７ 松阪市飯高地区の人口推計値と実績値 
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図 8  松阪市飯高地区の高齢化率推計値と実績値 
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７．三重県における限界自治体(地区)の今後と研究の課題 
最近、過疎の農山村部における限界集落のみならず、都市内での高齢化した団地等

をその形態とする都市内限界集落の発生も東京都心、北九州市等で伝えられている。 
その点では、三重県においてはすでに 2005年には、集落単位どころか、自治体単位

で限界自治体化する自治体が発生している(旧紀和町=熊野市紀和地区)。そして、2030
年までに限界自治体となる見込みの 5自治体は県面積の実に 13%を占め、それらのす
べては合併し、それぞれ自治体内の 1地区となった。 
そこで自治体規模により合併の形態を類型化し、その地区の人口減少・高齢化の現

状をみると、村が市と合併した場合(旧美杉村=津市美杉地区)では、人口減少の度合い
は合併以前の推計とほぼ同様であるが、高齢化率の上昇は推計より相当早くなってい

る。また町が市と合併した場合(旧飯高町=松阪市飯高地区)では、人口減少の度合いは
合併以前の推計より相当緩やかになっており、高齢化率の上昇は推計と同様となって

いることがわかった。 
今後は、自治体内の地区別の人口の状況がインターネット上で広く公開されること

を前提として、本稿と同様の合併事例の検討が蓄積されることが望まれる。と同時に、

人口減少、高齢化の進展の要因を探るには、自治体から地区別の年齢別、性別、世帯

別等の移動データの提供を受けての詳細な分析も必要となる。その上で初めて、地区

のみならず、集落単位の人口減少、高齢化の分析も、その質・量両面で充実、進展す

るものと考える。 
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［5地区の人口推計実数表］
津市美杉地区 （人）

年齢
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総数 7,158 6,450 5,810 5,238 4,661 4,116 3,628
0～4 138 121 107 95 89 85 79
5～9 227 138 125 114 100 93 88
10～14 282 223 139 128 117 102 95
15～19 285 244 197 125 115 105 92
20～24 255 217 186 152 95 88 81
25～29 268 226 205 187 154 98 91
30～34 230 239 213 203 186 152 97
35～39 268 213 229 212 203 185 151
40～44 314 260 210 229 212 202 185
45～49 402 305 255 208 228 210 201
50～54 529 387 298 254 207 226 209
55～59 571 525 383 298 254 207 226
60～64 656 563 522 382 297 253 206
65～69 789 632 545 509 371 288 246
70～74 756 731 592 514 484 352 274
75～79 555 664 652 536 467 444 321
80～84 336 434 534 540 451 395 383
85～ 297 329 419 550 631 629 604

総数 3,356 3,022 2,701 2,399 2,103 1,836 1,605
0～4 69 62 55 49 46 44 41
5～9 104 69 64 59 52 48 46
10～14 153 102 70 66 60 53 49
15～19 136 131 89 63 60 54 48
20～24 120 99 96 65 46 43 40
25～29 147 118 99 97 67 47 45
30～34 119 129 111 99 97 67 47
35～39 124 108 121 108 97 95 65
40～44 160 120 106 121 107 96 94
45～49 211 157 118 104 119 106 95
50～54 236 201 151 116 102 117 104
55～59 282 230 195 150 115 102 116
60～64 301 276 226 192 148 113 100
65～69 384 288 265 218 185 142 109
70～74 366 348 262 242 201 170 131
75～79 219 310 297 224 209 175 148
80～84 132 169 241 234 178 167 141
85～ 93 106 134 191 215 198 187

総数 3,802 3,428 3,109 2,839 2,558 2,279 2,023
0～4 69 59 52 46 43 41 38
5～9 123 68 60 55 48 45 43
10～14 129 121 69 62 56 49 46
15～19 149 113 108 62 56 51 45
20～24 135 118 90 86 50 45 41
25～29 121 108 106 90 87 50 46
30～34 111 110 102 104 89 86 50
35～39 144 105 108 104 106 90 86
40～44 154 140 104 108 105 106 90
45～49 191 148 137 104 108 104 106
50～54 293 186 147 138 105 109 105
55～59 289 295 187 147 139 106 110
60～64 355 287 296 190 149 140 106
65～69 405 344 280 291 186 146 137
70～74 390 383 330 272 283 182 143
75～79 336 354 355 312 258 270 173
80～84 204 264 292 307 273 228 241
85～ 204 223 285 359 417 431 417

総数

男

女
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松阪市飯高地区 （人）

年齢
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総数 5,555 5,126 4,638 4,105 3,592 3,138 2,743
0～4 175 149 114 91 77 66 57
5～9 202 183 155 117 94 79 68
10～14 289 206 185 155 117 94 80
15～19 254 209 153 140 119 92 74
20～24 162 174 141 101 96 84 66
25～29 180 168 176 139 101 96 85
30～34 195 170 155 159 127 93 90
35～39 246 189 164 149 154 123 91
40～44 324 247 187 161 146 151 121
45～49 337 309 237 181 156 142 147
50～54 406 333 306 236 181 155 141
55～59 399 401 329 301 233 178 153
60～64 449 389 389 317 291 226 174
65～69 557 432 373 372 303 279 218
70～74 500 518 403 350 349 284 263
75～79 383 446 462 356 313 314 255
80～84 232 308 357 371 288 257 261
85～ 265 295 353 408 449 424 398

総数 2,659 2,440 2,198 1,938 1,684 1,460 1,268
0～4 95 77 59 47 39 34 29
5～9 97 97 80 62 49 41 36
10～14 143 97 96 78 61 48 41
15～19 128 106 74 75 61 48 39
20～24 83 87 72 49 51 42 34
25～29 89 82 86 70 49 51 43
30～34 105 84 76 78 64 45 48
35～39 123 98 78 71 73 61 43
40～44 161 123 96 76 69 71 59
45～49 176 155 120 94 74 68 70
50～54 202 176 155 121 95 74 67
55～59 182 200 174 153 119 93 73
60～64 226 175 192 166 146 115 90
65～69 264 219 168 182 157 139 109
70～74 245 241 199 151 166 144 128
75～79 156 207 204 170 130 143 124
80～84 93 120 157 155 129 100 111
85～ 91 97 113 141 152 142 124

総数 2,896 2,686 2,440 2,167 1,908 1,678 1,474
0～4 80 73 56 44 37 32 28
5～9 105 86 75 56 45 38 33
10～14 146 109 89 77 57 46 39
15～19 126 103 79 65 58 44 36
20～24 79 87 70 52 45 41 33
25～29 91 86 90 69 52 45 42
30～34 90 86 80 82 63 48 42
35～39 123 92 86 78 80 62 48
40～44 163 123 91 85 77 79 62
45～49 161 154 117 87 81 74 77
50～54 204 157 151 115 86 81 74
55～59 217 201 155 148 114 85 80
60～64 223 214 197 151 145 112 84
65～69 293 213 205 190 146 140 109
70～74 255 278 204 198 184 140 135
75～79 227 240 258 187 183 170 131
80～84 139 188 200 217 159 157 149
85～ 174 198 239 267 297 281 274

総数

男

女
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南伊勢町南島地区 （人）

年齢
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総数 7,969 7,259 6,549 5,876 5,197 4,555 3,983
0～4 270 229 183 147 119 105 97
5～9 370 269 233 190 153 125 110
10～14 445 366 266 232 189 153 126
15～19 193 238 219 178 162 138 116
20～24 139 116 148 141 116 107 93
25～29 291 167 138 169 161 135 124
30～34 356 270 159 134 166 158 134
35～39 403 347 267 159 134 166 159
40～44 423 392 337 259 154 131 163
45～49 481 407 379 327 252 151 128
50～54 539 465 399 377 325 251 150
55～59 690 523 453 391 370 320 247
60～64 780 672 512 444 386 367 318
65～69 832 757 653 497 428 374 357
70～74 695 753 692 604 460 395 347
75～79 472 595 658 613 539 409 349
80～84 317 383 477 541 509 455 344
85～ 273 309 376 476 572 614 619

総数 3,736 3,340 2,961 2,616 2,292 2,000 1,751
0～4 141 118 94 75 61 54 50
5～9 206 139 118 97 78 64 56
10～14 241 204 138 118 97 78 64
15～19 88 117 115 88 80 69 59
20～24 65 49 70 73 57 52 45
25～29 139 74 55 76 80 65 60
30～34 175 131 70 53 73 77 63
35～39 203 169 129 70 54 74 77
40～44 229 201 167 126 69 52 72
45～49 266 222 196 163 123 67 51
50～54 265 260 220 196 163 123 67
55～59 288 254 251 214 191 159 120
60～64 357 274 244 242 209 187 156
65～69 390 340 261 233 230 200 180
70～74 334 327 292 230 207 205 180
75～79 167 267 263 237 188 171 170
80～84 97 114 185 186 170 137 127
85～ 85 82 93 138 163 166 153

総数 4,233 3,919 3,588 3,261 2,905 2,555 2,232
0～4 129 112 89 71 58 51 47
5～9 164 130 114 93 75 61 53
10～14 204 161 128 113 93 75 62
15～19 105 121 105 90 82 69 58
20～24 74 67 78 68 60 55 48
25～29 152 93 82 93 81 70 65
30～34 181 140 89 81 92 81 71
35～39 200 177 138 88 81 93 82
40～44 194 191 170 133 86 79 91
45～49 215 185 183 164 129 83 77
50～54 274 205 179 181 162 128 83
55～59 402 269 202 177 179 161 127
60～64 423 398 268 202 177 180 162
65～69 442 416 392 263 198 174 177
70～74 361 427 400 374 252 190 168
75～79 305 329 395 375 351 238 179
80～84 220 269 293 355 339 318 217
85～ 188 228 283 339 409 448 466

総数

男

女
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大紀町紀勢地区 （人）

年齢
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総数 4,488 4,180 3,851 3,507 3,148 2,802 2,474
0～4 111 96 83 73 64 59 54
5～9 160 119 101 87 77 68 61
10～14 188 160 119 103 88 78 69
15～19 162 135 117 89 76 65 57
20～24 147 112 91 77 59 51 44
25～29 172 152 122 104 88 68 58
30～34 185 172 151 122 104 88 68
35～39 196 185 173 154 125 106 90
40～44 209 188 179 169 150 123 105
45～49 306 205 185 176 167 149 122
50～54 402 304 204 185 176 167 149
55～59 408 393 298 201 183 174 165
60～64 391 407 390 295 198 181 173
65～69 469 373 389 378 286 192 176
70～74 385 437 349 365 356 269 182
75～79 272 343 390 313 328 322 244
80～84 174 220 278 317 260 274 274
85～ 151 182 230 300 362 368 384

総数 2,122 1,969 1,808 1,641 1,466 1,296 1,135
0～4 51 49 43 37 33 30 27
5～9 81 54 51 44 39 34 31
10～14 100 80 54 52 44 39 35
15～19 83 70 57 39 37 32 28
20～24 82 56 46 37 25 24 21
25～29 89 85 63 53 42 29 28
30～34 92 86 83 61 51 41 29
35～39 92 94 88 84 63 53 43
40～44 104 90 92 86 82 61 52
45～49 157 101 87 90 85 81 61
50～54 203 157 101 87 90 85 81
55～59 205 198 153 99 86 89 83
60～64 182 204 195 150 96 84 87
65～69 228 172 193 188 144 93 81
70～74 177 207 157 177 173 133 85
75～79 98 147 173 133 151 149 115
80～84 48 70 109 130 103 118 119
85～ 50 50 63 94 120 120 129

総数 2,366 2,211 2,043 1,866 1,682 1,506 1,339
0～4 60 47 40 36 31 29 26
5～9 79 65 50 43 38 33 30
10～14 88 79 65 51 44 39 34
15～19 79 65 60 50 39 33 29
20～24 65 55 45 40 34 26 23
25～29 83 66 60 51 46 39 30
30～34 93 86 68 61 52 47 39
35～39 104 90 85 69 62 53 47
40～44 105 99 87 83 68 62 53
45～49 149 104 97 86 82 67 61
50～54 199 147 103 98 86 82 67
55～59 203 195 145 102 97 86 82
60～64 209 203 195 145 102 97 86
65～69 241 201 196 190 141 100 95
70～74 208 231 193 188 183 136 96
75～79 174 196 217 180 177 173 129
80～84 126 150 169 187 157 156 156
85～ 101 132 167 206 242 248 255

総数

男

女

 



― 329 ― 
Ⅵ オリジナルデータ・調査                 ４章 三重県における限界自治体(地区)の現状と展望 
 

熊野市紀和地区 （人）

年齢
平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

平成32年
(2020)

平成37年
(2025)

平成42年
(2030)

総数 1,742 1,574 1,388 1,197 1,013 859 733
0～4 52 31 25 23 19 15 14
5～9 38 55 33 25 24 19 15
10～14 38 36 53 32 25 24 19
15～19 26 22 24 38 23 18 17
20～24 34 19 15 15 24 15 12
25～29 59 45 25 19 19 29 19
30～34 46 55 45 26 20 20 29
35～39 50 46 56 46 27 21 20
40～44 71 50 46 56 46 27 21
45～49 82 72 50 46 56 46 27
50～54 94 87 75 51 47 57 46
55～59 122 94 87 75 52 47 57
60～64 164 125 96 87 75 52 47
65～69 226 158 121 93 84 72 50
70～74 219 206 145 112 87 79 68
75～79 188 190 183 130 101 78 70
80～84 118 154 153 151 108 85 65
85～ 115 129 159 171 178 157 135

総数 765 691 611 527 450 387 336
0～4 23 16 13 12 10 8 7
5～9 22 23 16 13 12 10 8
10～14 19 22 23 16 13 12 10
15～19 13 13 16 19 13 10 9
20～24 20 10 9 9 11 7 6
25～29 28 28 15 12 12 14 10
30～34 19 27 29 16 13 13 14
35～39 26 19 27 29 16 13 13
40～44 40 25 19 27 28 16 13
45～49 44 41 26 19 27 28 16
50～54 48 48 44 27 20 28 29
55～59 52 47 47 43 26 19 27
60～64 76 54 48 47 43 26 19
65～69 95 70 51 46 45 41 25
70～74 115 86 64 46 42 41 37
75～79 61 93 70 53 38 35 34
80～84 39 44 68 52 40 29 27
85～ 25 24 27 42 42 36 29

総数 977 883 778 670 563 473 397
0～4 29 15 12 11 9 7 7
5～9 16 32 17 12 12 10 8
10～14 19 14 30 16 12 12 10
15～19 13 9 8 19 11 8 7
20～24 14 8 6 6 13 7 6
25～29 31 17 10 7 7 15 9
30～34 27 28 16 10 7 7 15
35～39 24 26 28 17 10 7 7
40～44 31 25 27 29 17 11 8
45～49 38 31 24 27 29 17 10
50～54 46 39 31 25 27 29 17
55～59 70 47 40 32 25 28 30
60～64 88 71 48 40 32 26 28
65～69 131 87 70 47 40 32 25
70～74 104 120 81 66 45 38 30
75～79 127 97 113 77 63 42 36
80～84 79 110 85 99 68 56 38
85～ 90 105 131 129 136 121 106

総数

男

女

 


